
  新型コロナウイルス感染症への感染予防並びに拡大防止に当たり、当院では次のような対応を 

   行っており、可能な限り通常通りの診療を継続しています。新型コロナウイルスの感染リスクを 

   恐れるあまりに受診を控えることで、肝心の持病の悪化を招かないようにすること、そして自ら 

   の健康を守るためにも、健診・検診を受けることも大切です。  

           皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

外来患者様・ご来訪者へのお願い・予防策    

 ・発熱など気になる症状があれば、まずは、電話で相談ください。 

 ・マスク着用で院内待合室等入室前に検温させていただきます。発熱のある方は、入館できません。 

 ・発熱のある患者様の場合は、発熱者診療時間に通常診療室以外や車で診療（マスク着用、必要に応じて 

   手袋、フェイスシールド、ガウン着用）を行っています。 

 ・風邪症状などの患者様も、問診により、診療時間、診察室が、変わることがあります。 

 ・来訪者（関係者含め）の院内への立ち入りは、受付後許可制です。 

 ・入院家族の面会は原則電話予約後、1 人 10 分以内。感染状況によりお断りすることがあります。 

訪問（診療・看護）に際してのお願い・予防策 

 ・発熱や風邪症状など感染の兆候がある場合は、お電話を下さい。 

 ・同居のご家族に感染者や濃厚接触者が出た場合も、必ずご連絡ください。 

 ・感染拡大地域から戻られた同居のご家族がおられる場合には、あらかじめご連絡ください。 

   体温測定などの健康観察、訪問時の同席をご遠慮いただき、当院からの指示に従って下さるようお願いします。 

 ・診療前後の手指、診療機器の消毒を行っています。診療にあたり、マスク着用（必要に応じて 

   手袋、フェイスシールド、ガウン）をしています。訪問用車両の消毒は、毎日行っています。 

 ・感染予防のために、訪問時間の短縮、必要に応じて電話対応（当院判断）での診療も検討します。 

診療所館内・職員の予防策  

 ・外来フロアは、常時出入口解放し、共用場所の換気徹底。午前午後診療後の手すり、ドアノブ等   

  （共用物）の消毒を実施。 

 ・職員の朝の検温の徹底。発熱、風邪症状などのある場合の対応（自宅待機含め）の徹底。 

 ・全職員は常時マスク着用し、手洗い・消毒を徹底。 

 ・勤務者は、勤務場所・休憩室で、社会（物理）的距離をとり、密集密接をしないよう努めています 


